
平成 28 年度 下 半期指定管理者管理運営状況シート

１．施設の概要

非公募

利用料金 料金徴収なし

２．利用状況

３．業務の履行確認

285

49.8

下記の観点からの修繕実施状況
・迅速な修繕の実施
・指定管理者のノウハウを生かした修繕・整備

288

55.2

278 287

①個人情報の保護
②非常時の対応策
③関係法令の遵守

H28 上半期 H27 下半期

52

岐阜市都通2丁目2番地

社会福祉法人　岐阜市社会福祉協議会

◇構造：鉄筋コンクリート造8階建てのうち１階２階部分　◇敷地面積：2,727.55㎡　◇延床面積：
785.78㎡　◇施設内容：大会議室（148㎡）、中会議室（69㎡）、駐車場（3か所、23台、障がい者用3
台）

市民の福祉活動を促進するとともに、障害者に対し総合的に生活支援を行うことにより、福祉の増進
を図る

会議室利用数（単位：コマ） 469

施設概要

54.8

H27 上半期

利用数（コマ） 234

584

273

履　行　状　況区　分

所管課 福祉部福祉政策課

平成24年4月1日から平成29年3月31日まで

H26 下半期

利用率（％） 45.8

H28 下半期

利用率（％） 45.9
中会議室

大会議室

危機管理・
法令遵守

情報公開規程、災害時職員対応マニュアル等を整
備し、適切に実施

利用数（コマ） 235

施設管理

― ―

トイレ、会議室の扉、ブラインドの修繕等、施設設備
の不調に対し、迅速に対応し、必要に応じて都度修
繕を実施

利用者
サービス

①、②適切に実施
③社会福祉協議会の広報紙、ホームページおよび
案内チラシで広報を実施
④苦情解決の組織及び取扱規程に基づき対応

確　認　事　項

各室
稼働
状況

施設修繕

55.3

①日常・定期清掃業務
②警備業務
③自動ドア保守点検
④空調設備保守点検

⑤消火設備保守点検
⑥電気設備保守点検
⑦昇降機保守点検
⑧害虫駆除業務

①日常清掃および定期清掃（ワックス清掃
5,7,9,11,1,3月）（ガラス清掃7,1月）実施
②警備器等による警備を平日夜間、休日実施
③6,7,10,2月実施
④5,11月実施
⑤7,1月実施
⑥5,7,9,11,1,3月実施
⑦毎月実施
⑧7,8月実施

549

50.9

①開館日・開館時間の遵守
②適切な人員配置
③広報の方策
④苦情への対応

297

573541

施設名

所在地

指定管理者名

指定期間

選定方法 公募

岐阜市民福祉活動センター（会議室）

53.453.3

自主事業・
提案事業

料金制 使用料

施設の設置目的

271268

指定管理委託料（年額） 13,983,428



４．利用者評価

５．指定管理者の選定基準に基づく評価

指定
管理者

所管課
評価
委員会

A A A

A A A

A

A A A

A A A

A B A

A A A

A A A

A

A A A

A A A

A A A

A

利用者ニーズ、苦情などの把握方法
及び対応方策など

指定管理経費の妥当性（収支計画と
の整合性など）

スタッフ配置の妥当性（無理はない
か）

・収支計画に沿った運営

・光熱水道費の節約について、指定管理者、入居団体、
会議室利用者に対して周知
・経理規程に基づき、委託契約の入札を実施

区分評価

・常勤職員0.5人
・平日夜間・休日対応はシルバー人材センターから派遣

利用者に対するサービス向上の方策
（窓口応対、プロモーション、設備の整
備など）

管理経費縮減の具体的方策

施設の効用（設置目的）を最大限発
揮できるスタッフの配置

利用促進、利用者増の方策

区分評価

効果性

事業計画書
の内容が、
対象施設の
効用（設置
目的）を最大
限発揮する
ものであるこ
と

効率性

事業計画書
の内容が、
管理経費の
縮減が図ら
れるもので
あること

・会議室利用者へのアンケート調査を実施

・社会福祉士や介護支援専門員等の福祉専門職が、セ
ンターの管理業務を兼任

サービスの質を確保するための体
制、アンケートなど

公平性
透明性

住民の平等
利用が確保
されること

・指定管理者の発行する広報誌やホームページで広報

区分評価

利用者からの
要望・苦情と
対処・改善

利用者からは以下のような意見が出された。
（主な意見）
・駐車場の数が少ない、幅が狭い。
・プロジェクター、ポット、荷物置き場を設置して欲しい。

駐車場については、施設の立地上難しいところはありますが、引き続き場所の周知等をしていきたい
と考えます。プロジェクターについては、今後貸出について周知していきます。その他の備品は必要
性等を考慮していきます。

平等利用を確保するための体制、
モニタリングなど

・指定管理者が市内50地区（自治会連合会単位）に設置
する支部（住民組織）等から福祉ニーズを把握

・会議室の貸出、相談の受付など日々の業務を通じた
ニーズ把握
・指定管理者の定める「苦情解決の組織及び取扱規定」
に基づき対応

評　価　項　目 具体的な業務要求水準
評　　価

情報公開、広報の方策

区 分 選定基準

・指定管理者の定める情報公開規定に基づき対応
・指定管理者の発行する広報誌やホームページで広報

利用者アンケートの
実施状況

平成29年2月27日から3月10日にかけて「岐阜市民福祉活動センター　会議室利用者アンケート」を
行った。

利用者アンケートの
実施結果

アンケート総数　51通
【交通手段】自動車66％、自転車20％、公共交通機関10％、その他4％
【来館回数】初めて8％、2～3回目4％、4回目以上88％
【場所の分かりやすさ】分かりやすい17％、やや分かりやすい0％、やや分かりにくい83％、分かりにく
い0％
※来館回数が「初めて」または「2～3回目」の方のみ回答。
【職員の対応】満足69％、やや満足31％、やや不満0％、不満0％
【会議室の清潔さ】満足60％、やや満足40％、やや不満0％、不満0％
【駐車場の利用しやすさ】満足11％、やや満足51％、やや不満33％、不満5％
【設備・備品の利用しやすさ】満足46％、やや満足40％、やや不満10％、不満4％

・市民や福祉団体からの福祉活動に関する相談に対応



指定
管理者

所管課
評価
委員会

A A A

A A A

A A A

A

A A A

A A A

A

６．指定管理者の取組みに対する自己評価(良否、課題と解決策など)

７．所管課の意見

８．指定管理者評価委員会の意見

評　　価

組織及びスタッフの経歴、保有する資
格、ノウハウ、専門知識等

・社会福祉や介護支援専門員等の福祉専門職が、セン
ターの管理業務を兼任

地元の法人その他の団体の育成（一
部業務の再委託先）

経営基盤の安定性

評　価　項　目

リスクへの対応方策（防止策、非常時
の対応マニュアルなど）

事務局意見のとおりと認める。
その上で、会議室の利用率向上のため、利用希望が重複した場合に、空いてる日を利用してもらえるよう一層取り組んでい
ただきたい。

今後の取組み

　会議室の利用の減少への方策として、本会の広報紙への掲載を年1回から毎号（年4回）へ増やし
ていく。プロジェクターについては、貸出備品として会議室内の掲示等で周知を図り、利用者にとって
より利用しやすい会議室となるよう努める。

具体的な業務要求水準

区分評価

選定基準

区分評価

　施設の維持管理については、予定されている業務や修繕等、良好に履行されている。
　アンケート結果からは、職員の対応の良さや会議室の清潔感について、利用者から非常に好評価をいただいていること
や、アンケート結果を踏まえた備品の購入からも、利用者サービスの向上に尽力されている。
　また、会議室までの案内図の見直しや貸出備品に関するものを会議室内に掲示するなど、利用者の視点に立った対策も
行われている。
　広報施策については、継続的に口コミによるPRも実施されている点は努力されている。しかし、今期の会議室利用数は減
となった結果を受け、今後の広報への取組み方針を具体的に打ち出しており、今後に期待できる。
　以上のことから、岐阜市民福祉活動センターの管理運営状況は良好と判断する。
　なお、駐車場の増設が困難な中、自動車の利用率が依然として高いことから、公共交通機関の利用を促す新たな方策の
検討をお願いしたい。

前回までの意見を
踏まえた取組み状況

　上半期と同様に、利用者アンケートについて、利用団体に声をかけたりチラシを掲示したりするなど
啓発を行った。また、アンケートの結果を受けてプロジェクターを購入し、その他上記に記載のとおり
改善を行った。エアコンの不調については、工事終了後は特に不満なく使用していただけている。

・民事再生法や破産法に基づく再生／破産手続き開始の
申立てをしていない
・市税等の滞納がない事業計画書

に沿った管
理を安定し
て行う物的
能力、人的
能力を有し
ていること

今期の取組み
に対する評価

【努力した点】
　前回に引き続き、利用者への丁寧な対応となるよう配慮し、アンケートにおいても職員の対応につ
いて利用者に全体的に満足していただくことができた。また、上半期のアンケートの結果を受け、より
利用しやすくなるよう、会議室の場所案内の掲示を図や大きさを変えて分かりやすくしたり、貸出備品
について会議室内に掲示をして周知を図った。

【反省点】
　会議室の利用については減少していることから、広報の方法を変えていく必要がある。

【自己評価】
　今期も修繕等には迅速に対応し、机・イス等の不調がないかやイスのラックのネジを定期的に確認
する等、適切に施設・備品の維持管理を実施した。

安定性
安全性

区 分

貢献性

事業計画書の
内容が、岐阜
市あるいは施
設がある特定
の地域（以下
「地元」とい
う。）の振興、
活性化などに
貢献できるも
のであること

地元での社会活動等への参加など地
元団体との連携

・夜間、休日の受付業務をシルバー人材センターに委託

・施設周辺の清掃など

・指定管理者の定める「災害時職員対応マニュアル」に基
づき対応


